
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年 ３月 
イスタンブル日本人学校 

本間 和寛 

中之口西
なかのくちにし

小学校
しょうがっこう

ののななん、 Merhaba!（メルハバ）トルコ語
ご

の「ここ、にち」というう意味
う な

の「。 ト

ルコのイスタンブル日
に

本
ほ、

人
じ、

学
がっ

校
こう

の「 働
」たら

のういう 本
ほ、

間
ま

和
かず

寛
ひろ

の「。 もう。ぐ卒業式
そつぎょうしき

の「。。 っっいうう間
ま

のの

６年間
。、か、

の「っったい思
おも

のうま。 今回
こ、かう

ののこメルハバ！トルコと」最終号
んうしゅうごう

の！こぼくがトルコ「出
「

会
っ

のった人
ひい

のた

ちとにつういお伝
つた

えしたま。！ 

共
とも

に働く
はたらく

仲間
な か ま

たち 

 慣
な

のななう場
ば

所
しょ

の「生
せう

活
かつ

のし 働
」たら

のういうくの」いいも

難
むずか

のしうもの「した しかし 一
うっ

緒
しょ

のにトルコにやっ

いきた先
せ、

生
せう

方
がた

のや 先
せ、

輩
ぱう

方
がた

のに支
んん

のえらな 苦
く

楽
らく

の 乗
の

の 越
こ

えながらな、いか３年
。、

間
か、

勤
つい

め こいが「きました  

 家
か

族
ぞく

のぐ なの付
つ

のき合
っ

のうも多
おお

のく 旅
 ょ

行
こう

のに行
う

のった  

買
か

のう物
もの

のに行
う

のった い かけがえのなう仲間
な か ま

のが「きま

した  

 トルコ人
じ、

のスタフ や 現地
げ 、 ち

在住
ざうじゅう

のス

タフ が親身
し 、 な

のになっい協 力
きょう ょく

のしいくな

ました 一緒
うっしょ

のにサフカー した  ス

クールバスドライバーん、の結婚式
けっこ、しき

のに

出席
しゅっせき

した しました  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海外
かうがう

旅行
 ょこう

どころか 飛行機
ひ こ う き

にも乗
の

ったこいが無
な

うぼくがイスタンブル日本人
にほ、じ、

学校
がっこう

に赴
ふ

任
に、

しい３年
。、

が

経
た

のちました 辛
つら

のうこいも楽
たの

のしうこいもたくん、っ ましたが 今
うま

振
ふ

の 返
かえ

の い充実
じゅうじつ

のした 3年
。、

間
か、

の「っっ

たい思
おも

うま。  

最後
ん う ご

に 海外
かうがう

に行
う

こうい決
き

めた理由
 ゆ う

い 来
き

いよかったい思
おも

った理
 

由
ゆう

 お話
」な

しま。  

海
かう

外
がう

のに行
う

のこうい決
き

のめた理
 

由
ゆう

の」 ななん、にこ目
め

の「見
な

のたこいと 伝
つた

のえたかったから「。 教科書
きょうかしょ

の 

新聞
し、ぶ、

の レビ にネフト 様々
んまざま

のな方法
ほうほう

の「かな 詳
くわ

のしく外
がう

国
こく

のの 情
じょう

報
ほう

の 得
え

の こい」「きま。 「もぼく

」 学校
がっこう

の先生
せ、せう

いしい 実際
じっんう

に自分
じ ぶ 、

が体験
たうけ、

しい感
か、

じたこい ななん、に伝
つた

えたかったの「。  

来
き

のいよかったい思った
お も っ た

理由
 ゆ う

の」 少
。こ

のし説
せつ

明
めう

のが 難
むずか

のしうの「。が 遠
いお

のう外
がう

国
こく

のにも ぼくたちい同
おな

のじよう

に 雨
っめ

のが降
ふ

のなば舌
した

打
う

のち した  お気
き

のに入
う

の のサフカーチームが勝
か

のっい上
じょう

機
き

嫌
げ、

のっった 。 ような

普
ふ

通
つう

のの人々
ひいびい

のが生
う

のきいう いううこい 実感
じっか、

の「きたから「。 例
たい

のえば今
うま

のま「のぼくなら ニュース「

こ外国
がうこく

の「レロがっ  ○○人
に、

亡
な

のくな ました とい知
し

のらんないも 悲惨
ひ ん 、

のな出来事
「 き ご い

のなの」分
わ

のか ま。

が 被害者
ひがうしゃ

の一人一人
ひ い  ひ い  

にぼくたちのような普通
ふ つ う

の生活
せうかつ

がっったいううこいま「思
おも

う 巡
めぐ

ら。こい」「

きなかったい思
おも

うま。 そううう点
い、

「 海
かう

外
がう

赴
ふ

任
に、

」ぼくの視
し

野
や

 広
ひろ

くしいくなました  

 トルコに住
。

む日
に

本
ほ、

人
じ、

」 1700人
に、

ほど「。 日
に

本
ほ、

人
じ、

が一
うち

番
ば、

多
おお

のく住
。

の、「う 外
がう

国
こく

の」アメリカ「。が

410000人
に、

以上
うじょう

のなの「 非常
ひじょう

のに少
。く

のなうこいが分
わ

のか

 ま。 そな「も 様々
んまざま

のな企業
きぎょう

のが進出
し、しゅつ

のし そこ「

活躍
かつやく

の。 日本人
にほ、じ、

のがうま。 左
ひっ 

のの写真
しゃし、

の」 日本人
にほ、じ、

のが

作
つく

のったソ トボールチームの様子
よ う 。

の「。 様々
んまざま

のな

年齢
。、なう

の 職 業
しょくぎょう

のの人
ひい

のたちが毎週
まうしゅう

集
っつ

のまっい 打
う

のっい投
な

げい楽
たの

のしくボール おうかけいうま。 うろうろな

人
ひい

たちい話
」な

。こい」。ばらしう経
けう

験
け、

にな ました  

トルコで活躍
かつやく

する日本人
にほんじん

 

 右
なぎ

のの写真
しゃし、

の」 同年代
どう。、っう

のの仲間
な か ま

のたち「作
つく

のったグル

ープ「。 生
う

のまなも育
そっ

のちも 全
まった

のく違
ちが

のうメンバー

「。が 同
どう

年
。、

代
っう

のいううっけ「意
う

気
き

投
いう

合
ごう

のし 心
こころ

ゆくま「語
かた 

明
っ

かしました  

 いいも楽
たの

のしう時
じ

間
か、

の 過
。

のご。こいが「きまし

た  

海
かい

外
がい

に出
で

て感
かん

じたこと 

次」日本「 

会うましょう！ 

早くご主人に 

会いたいワン… 


